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日本では外国人留学生のほとんどをアジアの出身者が占めるが、アジア各国では教育ハブを目指

す動きが相次いでおり、その取り組みが進展すると日本は留学生の確保が困難になる可能性があ

る。 

 
■アジア出身者に偏る日本への留学生 
日本における外国人留学生の大きな特徴は、アジアの出身者が

そのほとんどを占めている点である。2014年の留学生数 18.4万
人の9割に相当する17.1万人がアジアの出身者であった（右表）。
最も多いのが中国人留学生であり、全体の 5割を占めた。もっと
も、中国人留学生の数は近年、減少傾向にあり、2010 年の 10.8
万人から 2014 年には 9.4 万人へ 1.4 万人減少した。東日本大震
災および原発事故という、中国に限らず広く日本への留学を思い

とどまらせる要因が作用したことに加えて、日中関係の悪化が影

響している。また、中期的なトレンドとして、英語の習得や、よ

り高度な教育へのニーズが高まるもとで、留学先として日本以外

の国を選択する中国人が増えていることも無視できない。なお、

韓国人留学生の近年の減少傾向も、日韓関係の悪化が一因と推測

される。 
一方、中国人留学生の減少を補って余りあるのがベトナム人留

学生の急増であり、同じ時期に 0.4 万人から 2.6 万人へ 2.2 万人
増加した。この背景には、日本語を習得して将来的に日本企業や

在ベトナムの日系現地法人に就職したいベトナム人が増えている

ことなどが挙げられる。ベトナム人以外ではネパール人留学生が

ここにきて大幅に増えており、2014年には中国、ベトナム、韓国
に次いで 4番目に多かった。このように、個別国のシェアは変化
しているとはいえ、日本が受け入れる留学生がアジア出身者に偏

っている点に変化はみられない。 
 
■外国人留学生大幅増への取り組み 
日本政府は現在、「留学生 30万人計画」のもと、外国人留学生

数を 2020年までに 30万人に拡大する取り組みを行っている。こ
れは一つには、留学生が卒業後に日本企業に就職し、日本企業の

グローバル化に貢献することが期待されているためである。 
グローバル市場を取り込むことが死活問題となっている日本企業にとって、外国人従業員は進

出先市場への水先案内人から、進出先市場のニーズに合致した製品・サービスの立案・販売戦略

の策定に至る広範な役割を担い得る。また、外国人従業員と一緒に働くことが刺激となって、日

本人従業員がグローバル人材化することにもつながる。もっとも、これまでほぼ同質の日本人だ

けで構成されてきた日本企業は多くの場合、制度面でも慣習面でも外国人を受け入れる用意がで

きていない。このため、企業としては外国人を海外から直接受け入れるよりも、留学生として日

本語や日本独自のカルチャーを理解した外国人を卒業後に受け入れることを志向している。実際、

日本企業に採用される外国人では元留学生が圧倒的に多い。 
ところが、外国人留学生の誘致を活発化させているのは日本だけでない。米国、英国などの伝
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アジアからの留学生 

受け入れの展望 

（人、％）

留学生数 構成比

　全体 184,155 100.0

アジア 170,720 92.7

中国 94,399 51.3

ベトナム 26,439 14.4

韓国 15,777 8.6

ネパール 10,448 5.7

台湾 6,231 3.4

タイ 3,250 1.8

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 3,188 1.7

ﾏﾚｰｼｱ 2,475 1.3

欧州 6,370 3.5

フランス 957 0.5

ドイツ 713 0.4

英国 502 0.3

北米 2,492 1.4

米国 2,152 1.2

中東 1,450 0.8

アフリカ 1,287 0.7

中南米 1,262 0.7

大洋州 574 0.3

＜出身国別の日本への

留学生数（2014年5月1日時点）＞

（出所）日本学生支援機構「平成26年度

外国人留学生在籍状況調査結

果」、2015年2月

mailto:iwasaki.kaori@jri.co.jp


SMBC Asia Monthly 第82号（2016年1月） 

                                                                                                                         
当レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。当レポートは単に情報提供を目的に作成されており、その正確性を当行及

び情報提供元が保証するものではなく、また掲載された内容は経済情勢等の変化により変更される事があります。掲載情報は利用者の責任と判断で

ご利用頂き、また個別の案件につきましては法律・会計・税務等の各方面の専門家にご相談下さるようお願い致します。万一、利用者が当情報の利

用に関して損害を被った場合、当行及び情報提供元はその原因の如何を問わず賠償の責を負いません。 

統的な受入国にとどまらず、様々な国が誘致に乗り出し、留学生の獲得を巡る世界的な競争が生

じている。 
 
■アジア諸国が教育ハブ化を宣言 
 さらに、ここにきて中国、韓国、台湾、香港、シンガポール、マレーシアなどアジア各国が、

自国を教育ハブとすることを相次いで宣言している。教育ハブとは、内外の学生が質の高い教育

に惹かれて集積する教育の中核拠点である。 
これらの国・地域では、内外の優秀な学生を集積させることによって教育・研究活動が活性化

するとともに、国際的な学術・人的ネットワークの構築が進むことを目指している。また、外国

人留学生を卒業後も自国にとどめることで高度人材を確保する狙いがある。元来、留学生の送り

出し国である韓国、シンガポール、マレーシアでは、自国学生を国内に引き留めることで頭脳流

出を防止したいとの思惑もある。中国も、従来は自国民の外国留学を推進していたが、ここにき

て自国にとどめる方向に力点を移しつつある。そのほか、少子化対策（韓国、台湾、シンガポー

ル）やソフトパワーの強化（中国、台湾）も教育ハブ化のインセンティブとなっている。 
これらの国のなかで明確に成果が現れているのはシンガポールである。シンガポールは、外国

の著名大学の誘致、国内大学での外国人教員の積極採用、手厚い奨学金の給付を通じた優秀な外

国人留学生の獲得などを政府主導で行ってきた。その成果は、同国の大学に対する国際的な評価

の高まりとして顕在化している。英 Times 
Higher Education 発表の世界の大学ランキ
ング（2015～2016 年調査）において、シン
ガポール国立大学は 26 位と、アジアの大学
のなかで順位が最も高く、南洋（ナンヤン）

理工大学もアジア内で第 6位にランクインし
ている（右表）。こうした評価の高まりが、同

国へ私費留学生を呼び寄せる原動力となり、

大学の国際化と教育ハブ化の一層の推進に寄

与している。 
シンガポール以外の国では教育ハブ化はいま

だ道半ばながら、取り組みが進むにつれて、

①アジア諸国の学生が留学先として日本以外

のアジアの国を選択する、②自国の高等教育

水準の向上に伴い日本との教育格差が縮小し、

従来であれば日本へ留学していたアジア諸国

の学生が自国の大学への進学に切り替える、

などの事態が生じる可能性を排除できない。その場合、世界的な留学生獲得競争の激化と相まっ

て、アジアからの留学生に大きく依存してきた日本は、留学生、ひいては外国人従業員の確保が

困難になる恐れがある。こうした事態を回避するためにも、日本の大学の国際競争力を向上させ

るとともに留学生の受入体制の整備を進め、留学先としての日本の魅力を高める努力を一層推進

することが求められる。  

　
世界 ｱｼﾞｱ 大学名 国

順位 順位

26 1 シンガポール国立大学 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

42 2 北京大学 中国

43 3 東京大学 日本

44 4 香港大学 香港

47 5 清華大学 中国

55 6 南洋（ﾅﾝﾔﾝ）理工大学 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

59 7 香港科技大学 香港

85 8 ソウル大学 韓国

88 9 京都大学 日本

116 10 浦項工科大学校 韓国

（出所）Times Higher Education, "World University Rankings 
2015-2016"

＜世界大学ランキングにおけるアジアの

大学の順位（2015～2016年）＞


